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1. はじめに 

近年，デスクワークの従事者が増え，テレワー

クの導入が進み，デスクワーク従事者の健康管

理の重要性が注目されつつある．特に，デスク

ワーク従事者は，長時間座ったままの姿勢での

作業になることが多く，誤った姿勢での作業を

続けることによる，肩こり，腰痛，生活習慣病

を抱えるリスクが増大している． 

本稿では，パソコンのカメラから取得される

画像データを対象とした，顔画像認識技術を応

用した両眼距離計測機構によるユーザの姿勢検

知システムについて示す．本システムは，一般

的なパソコンで作業を従事するデスクワークユ

ーザを対象とし，顔画像認識技術により両方の

目の内側の位置を検出し，随時その目の内側の

間の距離を計測することにより，パソコンの画

面に近づきすぎていないかについて推定するこ

とを可能とする．本システムは，深層学習を用

いた人の関節情報を抽出する姿勢推定ライブラ

リ OpenPose とロジスティック回帰モデルを利用

し，正しい姿勢と正しくない姿勢の画像それぞ

れから特徴量データを抽出し，それを訓練デー

タとして，姿勢の識別を試みる．さらに，本シ

ステムは，動画データを対象として，上半身の

動きを認識することにより，デスクワークユー

ザ自身の姿勢を客観的に把握することを可能と

し，デスクワークユーザの健康維持の一助とな

りうる． 

2. 関連研究 

文献[1]は，画像認識技術を用いて，顔のランド

マーク検出を行い，その上，瞳を閉じているか

どうかを判別するシステムを実現している．本

方式は，文献[1]で用いられている顔のランドマ

ーク検出を応用し，顔の座標を抽出し，両方の

目の内側の位置から両眼距離を計測することに

より，パソコンの画面に近づき過ぎていないか

を判別することが可能である． 

 

3. 実装 

本システムは，Web カメラから，ユーザの両方の

目の内側の位置を検出し，随時その検出した両

方の目の内側の間の距離を計測することにより，

パソコンの画面に近づきすぎていないかについ

て推定する．また，上半身の座標に基づいて，

正しい姿勢と正しくない姿勢の特徴を学習する

ことにより，動画から取得したユーザの姿勢座

標を識別することができる．実装したシステム

の全体図を図 1に示す． 

3.1 画面との距離推定 

本システムでは，パソコンに取り付けられてい

る Web カメラを使用する．本システムは，Web カ

メラを起動して，100 フレームごとで顔画像デー

タを取得する．取得した顔画像データを対象と

して，Dlib を用いて，顔の特徴を検出できる学

習済みモデルを使用し，画像から両方の目の内

側の座標を取得し，その間の距離を両眼距離と

して計算する．図 2 は 1時間計測した両目距離の

時系列データである．図 2 では，例として，著者

が実際にデスクワークをしている 1 時間で計測し

た両眼距離の時系列データを示しており，この

グラフから，前半の時間帯において，両眼距離
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図 1：デジタル姿勢矯正システム方式の全体像 
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が大きくなっていることから，画面から近づい

ている傾向にあることが分かる．  

3.2 教師ラベル生成 

OpenPoseを用いて，正しい姿勢の動画1本と正し

くない姿勢の動画 3 本から 0.1秒間隔で 1動画に

つき 87 枚の静止画を抽出した．各静止画に対し

て OpenPose を用いて上半身 8 個のキーポイント

の画像上の x,yの座標を取得して，16の特徴量デ

ータを抽出した． 

図 3 では，実際に OpenPose から取得した姿勢

の特徴を示している．これにより，正しい姿勢

の場合と正しくない姿勢をする場合と比較して，

首から両目，鼻，耳までの距離と両目間の距離

に差が出ることが分かる． 

図 4 に，時系列で OpenPose で取得した各点の

間の距離の変動について示す．最初は正しい姿

勢を取っているが，時間が経つごとに正しくな

い姿勢になっているが，それに伴い，各点の間

の距離が短くなっていくことがわかる．これら

の特徴を使って，ロジスティック回帰で検出す

る． 

4. 実装 

図 5 に実際のシステムの出力例を示す．3.1 節で

示す，両目間の距離を検出することで，画面と

ユーザの距離を推定している．ユーザが画面に

近づいた際に，アラートが出る． 

5. おわりに 

本稿では，パソコンのカメラから取得される画

像データを対象とした，顔画像認識技術を応用

した両眼距離計測機構による，ユーザの姿勢検

知システムの実現方式について示した．本シス

テムは，動画データを対象として，上半身の動

きを認識することにより，デスクワークユーザ

自身の姿勢を客観的に把握することを可能とし，

デスクワークユーザの健康維持の一助となりう

る． 

今後の課題として，ユーザがデスクワークす

るときの休憩時間を創出するシステムの実現，

ユーザの姿勢をリアルタイムに認識し，ユーザ

の注意を喚起するのに最適なアラート手法の実

現が挙げられる． 
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図 2：1時間計測した両目距離の時系列データ  

 
図 5：本システムの実現例． 

 
図 3: OpenPoseで取得した姿勢の特徴 

図 4: 時系列で OpenPoseによって取得した

各点の間の距離の変動 
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